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国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
は
、
林
野
庁

職
員
が
現
場
の
業
務
を
通
じ
て
創
意
工
夫
を
実

践
、
考
察
し
た
成
果
を
広
く
発
信
・
普
及
し
、
今

後
の
業
務
の
改
善
、
人
材
育
成
等
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
11
月
に
開
催
し
た
発
表
会
で
は
、
３
つ
の
部

門
に
分
け
て
合
計
18
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

部
門
ご
と
に
優
秀
な
課
題
を
選
考
し
、
最
も
優
秀

な
課
題
を
林
野
庁
長
官
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

病
虫
獣
害
対
策
、
多
様
な
森
林
生
態
系
の
適
切

な
保
全
管
理
等
の
取
組
を
対
象
と
す
る
「
森
林
保

全
部
門
」
で
は
６
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
４
課
題
が
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
防
止

対
策（
獣
害
全
般
を
含
む
）に
関
す
る
取
組
で
あ
る

一
方
で
、
全
国
的
に
被
害
の
広
が
り
を
見
せ
る
松

く
い
虫
の
被
害
木
の
活
用
に
関
す
る
取
組
の
発
表

も
あ
り
、
森
林
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
へ
の
広

が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
た
森
林
づ
く
り
の
取
組
等
に
関

す
る「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
」で
は
森

林
環
境
教
育
の
普
及
啓
発
や
市
町
村
へ
の
技
術
的

な
支
援
等
に
関
す
る
４
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

効
率
的
な
森
林
整
備
、
先
端
技
術
の
活
用
、
治

山
工
事
で
の
安
全
面
で
の
工
夫
の
取
組
等
に
関
す

る「
森
林
技
術
部
門
」で
は
、
三
次
元
点
群
デ
ー
タ

や
G
I
S
等
を
使
用
し
た
効
率
的
な
森
林
整
備
に

向
け
た
取
組
を
始
め
、
多
様
な
８
課
題
が
発
表
さ

令
和
７
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
特
別
講
演
と
し
て
、
日
立

建
機
日
本
株
式
会
社
様
、Steelw

rist Japan

株
式
会
社
様
よ
り
「
森
林
整
備
保
全
事
業
の
生
産

性
・
安
全
性
の
向
上
に
資
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

や
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
ご
紹
介
」
と
題
し
、
森
林

土
木
工
事
に
お
い
て
活
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
設
営
機
材
の
紹
介
、
山
間

奥
地
の
厳
し
い
施
工
条
件
下
の
工
事
に
お
い
て
生

産
性
・
安
全
性
向
上
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

る
チ
ル
ト
ロ
ー
テ
ー
タ
の
活
用
例
に
つ
い
て
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。

発表課題、特別講演の
概要及び詳細な内容はこちら

国有林野事業業務研究発表会
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/
gijutu/kenkyu_happyo/index.html

長﨑屋国有林野部長による開会挨拶

受賞者の顔ぶれ

審査委員からの質問に答える発表者

本
稿
で
は
、
各
部
門
に
お
い
て
林
野
庁
長

官
賞（
最
優
秀
賞
）を
受
賞
し
た
課
題
の
概
要

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
優
秀
賞

の
ほ
か
に
も
、
優
れ
た
発
表
が
多
数
あ
り
ま

す
。
全
て
の
発
表
課
題
、
特
別
講
演
の
概
要

及
び
詳
細
な
内
容
を
林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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背
景

岩
手
県
釜
石
市
は
、
江
戸
時
代
、
遠
野
と
三
陸

沿
岸
を
結
ぶ
笛
吹
街
道
の
要
衝
と
し
て
人
馬
の
往

来
が
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、
製
鉄
の
適
地
と
し

て
、
古
来
よ
り
た
た
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
期
に
は
近
代
製

鉄
の
先
駆
け
と
し
て
橋
野
鉄
鉱
山
が
操
業
し
、

現
在
で
は
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
北
森
林
管
理
局

で
は
、
こ
の
周
辺
国
有

林
を
「
橋
野
鉄
鉱
山
郷
土

の
森
」
と
し
て
、
釜
石

市
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
世
界
遺
産
及
び
景

観
の
保
全
を
最
優
先
と

し
た
管
理
経
営
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
当
該
地

域
で
文
化
的
価
値
の
保

全
と
調
和
し
た
森
林
施

業
を
行
う
た
め
に
、
笛 地

形
デ
ー
タ
を
用
い
た
史
跡
の
検
証

～
遠
野
物
語
を
た
ず
ね
て
～
東
北
森
林
管
理
局　
三
陸
中
部
森
林
管
理
署

森林保全部門

は
埋
蔵
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 
ま
と
め

『
遠
野
物
語
』に
は
実
在
し
た
人
物
が
特
定
の
場

所
で
体
験
し
た
話
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
物
語
を
も
と
に
調
査
し
地
形
情
報
を
取
得
し

た
こ
と
で
、
新
規
遺
跡
を
発
見
し
、
当
該
地
で
適

切
な
森
林
施
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
文
化

的
価
値
の
保
全
と
調
和
し
た
森
林
施
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

佐々木 慎平

吹
街
道
お
よ
び
た
た
ら
製
鉄
跡
地
と
思
わ
れ
る
箇

所
に
お
け
る
森
林
３
次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
地
形
解
析
と
柳
田
國
男『
遠
野
物
語
』の
背
景
を

探
る
こ
と
で
、
地
理
的
及
び
文
化
的
検
証
を
行
い

ま
し
た
。 

 
取
組
の
経
過
と
結
果

廃
道
化
し
て
い
た
笛
吹
街
道
に
つ
い
て
、
現
地

踏
査
と
地
形
解
析
に
よ
り
そ
の
位
置
を
特
定
し
、

特
徴
的
な
道
形
を
デ
ー
タ
化
・
可
視
化
し
た
こ
と

で
、『
遠
野
物
語
』で
山
の
神
が
出
現
し
た
と
思
わ

れ
る
地
点
を
お
お
よ
そ
特
定
し
ま
し
た
。
今
回
の

取
組
に
よ
り
笛
吹
街
道
は
新
た
に
埋
蔵
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
街
道
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
に
森
林
作
業
道
を
作
設
し
、
保

育
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
、
た
た
ら
製
鉄

跡
地
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
地
形
分
析
結

果
を
岩
手
県
及
び
釜
石
市
と
共
有
し
ま
し
た
。
現

地
確
認
で
は
、
人
工
的
に
改
変
さ
れ
た
地
形
と
、

土
製
の
送
風
管
や
ス
ラ
グ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
該
地
域
で
の
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
発
見
は
、
製

鉄
の
歴
史
的
観
点
か
ら
み
て
重
要
で
あ
り
、
今
後

地形 遺物 スラグ

森林３次元計測システムで取得した地形データ
(笛吹街道)

山の神出現地点

高低差約5.4m

『遠野物語』の記述から、出現地点を最も切り通しが深く、
夕方に山の神の姿が逆光となる西側斜面と判断し、
おおよその位置を特定した
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背
景

平
成
10
年
の
森
林
法
改
正
以
降
、
民
有
林
の
整

備
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
市
町
村
の
森
林
行
政

に
お
け
る
役
割
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
市
町
村
の
林
務
体
制
は
、
担
当
者
の

専
門
性
と
い
う
観
点
か
ら
整
備
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
林
務
担
当
者
の
森
林
管
理
に
必
要
な
技
術
力

の
養
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
湯
沢
支
署
管

出
前
講
座
に
よ
る

民
有
林
支
援
に
つ
い
て

東
北
森
林
管
理
局

秋
田
森
林
管
理
署
湯
沢
支
署

羽
後
町
農
林
課

考
察

出
前
講
座
に
よ
る
民
有
林
支
援
は
民
国
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
に
お
い
て
は
、

職
員
の
技
術
力
の
向
上
を
通
じ
て
適
切
な
民
有
林

管
理
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。
森
林
管
理
署
に
お

い
て
は
、
市
町
村
職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
信
頼

関
係
を
築
き
、
民
有
林
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て

よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
民
国
連
携
の
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、

課
題
等
の
情
報
共
有
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
他
市
町
村
を
含
め
民
有
林
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

森林ふれあい・
地域連携部門

湯沢支署
川本 我夢

湯沢支署
小野 響希

羽後町農林課
佐藤 駿

• 市町村森林整備計画

• 森林経営計画の認定

• 伐採・造林届の受理

H10～

• 林地台帳の整備H28～

• 森林経営管理制度

• 森林環境譲与税
R1～

林務体制における課題

専門職採用ではなく一般事務職採用の職員が多い

農業関係や鳥獣対策などの他業務を兼務している

 ３～５年の人事異動サイクル

 ３名未満の小人数体制

市町村の森林行政における役割と林務体制の課題

内
の
羽
後
町
に
お
い
て
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
羽
後
町
林
務
担
当
者
の
技
術

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
に
森
林
管
理
署
職

員
を
派
遣
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

取
組

事
前
に
、
羽
後
町
に
お
け
る
森
林
管
理
の
状

況
、
業
務
上
の
課
題
、
習
得
し
た
い
技
術
に
つ
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、

国
有
林
と
羽
後
町
町
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
「
間

伐
設
計
と
立
木
調
査
に
関
す
る
講
義
・
演
習
」、

「
国
有
林
施
業
地
の
踏
査
」、「
森
林
施
業
現
場
の

視
察
」、「
木
材
市
場
の
視
察
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た

全
６
回
の
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
前
講
座
を
受
け
羽
後
町
の
林
務
担
当
者
か
ら

「
初
め
て
国
有
林
内
に
入
り
、
そ
の
状
況
を
見
る

大
変
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」、「
標
準
地
測
量
か
ら

立
木
調
査
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
実
際
に
行
い
、

町
有
林
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
想
像
以
上
に
林
業
機
械
が
進
歩
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
」な
ど
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

国有林内における立木調査の説明立木調査の演習

森林施業現場にてハーベスタによる玉切りを視察
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背
景

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
造
林
コ
ス
ト
の
低
減

や
造
林
作
業
の
省
力
化
の
た
め
、
下
刈
り
回
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
下
刈
り
の
要
否

は
、
現
地
を
歩
い
て
植
栽
木
の
競
合
状
態
を
確
認

し
て
判
断
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
造
林

地
の
増
加
や
管
内
の
急
傾
斜
地
の
多
さ
か
ら
、
こ

の
現
地
確
認
に
は
時
間
と
労
力
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
を
活
用

し
て
、
植
栽
木
と
競
合
植
生
の
状
態
を
把
握
す
る

方
法
を
考
え
ま
し
た
。

実
施
方
法

対
象
地
は
林
齢
３
年
生
の
ヒ
ノ
キ
林
分
で
、
競

合
植
生
が
繁
茂
し
て
い
る
時
期
に
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
画
像
か
ら
３
次

元
デ
ー
タ
を
作
成
で
き
る
S
f
M
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
用
い
て
D
S
M
※１

と
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
し

ま
し
た
。

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
Q
G
I
S
を
用
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
植
栽
木
と
競
合
植
生
の
状
態
の
把
握
に
つ
い
て

～
下
刈
省
略
区
域
の
設
定
に
向
け
た
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
お
け
る
取
組
～

関
東
森
林
管
理
局　
静
岡
森
林
管
理
署（
元　
中
部
森
林
管
理
局　
岐
阜
森
林
管
理
署
）

中
部
森
林
管
理
局　
岐
阜
森
林
管
理
署

森林技術部門

２
種
類
の
方
法
で
競
合
状
態
を
区
分
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
高
さ
の
差
に
よ
る
区
分
で
す
。

D
S
M
を
用
い
て
、
植
栽
木
の
高
さ
と
競
合
植
生

の
高
さ
を
比
較
し
、
ど
の
く
ら
い
差
が
あ
る
の
か

を
区
分
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
繁
茂
状
況
に
よ
る
区
分
で
す
。
オ

ル
ソ
画
像
か
ら
V
A
R
I

※２

値
を
算
出
し
、
植

栽
木
の
周
囲
が
ど
の
く
ら
い
競
合
植
生
で
覆
わ
れ

て
い
る
の
か
を
区
分
し
ま
し
た
。

結
果
及
び
考
察

植
栽
木
ご
と
に
競
合
植
生
の
状
態
を
区
分
し
た

結
果
を
オ
ル
ソ
画
像
上
に
表
示
し
ま
し
た
。
危
険

な
場
所
で
も
画
面
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

現
地
確
認
に
か
か
る
労
力
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

静岡森林管理署
齋 つかさ

岐阜森林管理署
西田 圭佑

※１：空中から撮影した樹木等を含む表面の起伏をデータ化した数値表層モデル
※２：画像のRGB値から、植生の被覆の度合いを数値化する指数
　　 （可視大気抵抗植生指数）

２種類の方法で競合状態を区分

植栽木ごとの競合状態をオルソ画像上に表示

区画ごとの競合状態の区分別本数割合

ま
た
、
対
象
地
を
植
生
や
斜
面
の
向
き
に
よ
っ

て
区
画
を
分
け
、
競
合
状
態
の
区
分
別
の
本
数
を

集
計
し
ま
し
た
。
下
刈
り
要
否
の
判
断
基
準
が
あ

れ
ば
、
下
刈
省
略
区
域
を
設
定
で
き
、
造
林
作
業

の
省
力
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
高
さ
の
差
に
よ

る
区
分
と
現
地
で
判
断
し
た
区
分
に
つ
い
て
、
一

致
し
て
い
た
割
合
を
調
査
し
た
結
果
、
63
％
と
な

り
ま
し
た
。
植
栽
前
に
ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
行
う
等

の
改
善
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。




